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Topic2

期
末
手
当
等
に
係
る

支
給
割
合
を
引
上
げ

【
議
案
第
１
号
・
２
号
】
全
会
一
致
可
決

特
別
職
及
び
議
会
議
員
に
係
る

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
引
上
げ
、

一
般
職
の
職
員
に
つ
い
て
も
12
月
の

期
末
・
勤
勉
手
当
に
係
る
支
給
割

合
を
そ
れ
ぞ
れ
０・０
５
月
分
引
上

げ
る
と
と
も
に
、
行
政
職
給
料
表

を
平
均
３・０
％
引
き
上
げ
る
改
正

で
す
。

Topic3

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
８
号)

を
可
決

【
議
案
第
３
号
】
全
会
一
致
可
決

２
億
５
８
９
１
万
円
追
加

予
算
総
額

２
９
８
億
５
０
２
５
万
円

歳
入
は
、
国
庫
補
助
金
の
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
１
億
２
３
９
５
万

円
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を

１
億
３
４
９
５
万
円
そ
れ
ぞ
れ
追

加
し
て
い
ま
す
。

歳
出
は
、
給
与
の
改
正
等
に
よ

り
給
料
、
職
員
手
当
等
、
共
済
費
、

繰
出
金
を
７
４
９
９
万
円
、
商
品

券
交
付
金
等
の
追
加
に
よ
り
経
済

対
策
配
布
型
商
品
券
事
業
第
６
弾

を
１
億
８
３
９
２
万
円
そ
れ
ぞ
れ

追
加
し
て
い
ま
す
。

問

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
は
、
農
産
物

生
産
・
加
工
施
設
の
ほ
か
、
地
域

に
不
可
欠
な
交
通
手
段
の
確
保
等

に
も
使
え
る
が
、
全
額
商
品
券
で

あ
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

臨
時
会
と
は
、
条
例
で
定
め
る

回
数
で
開
か
れ
る
定
例
会
と
は
違

い
、
必
要
が
あ
る
と
き
に
開
か
れ

る
議
会
で
す
。
今
回
審
査
・
審
議

さ
れ
た
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

Topic1

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
７
号)

を
承
認

【
承
認
案
第
１
号
】
全
会
一
致
承
認

歳
入
・
歳
出
共
に
物
価
高
騰
対

策
に
関
す
る
も
の
で
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
国

庫
補
助
金
の
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
受

け
入
れ
、
給
付
金
を
一
世
帯
３
万

円
（
子
供
一
人
当
た
り
２
万
円
を

加
算
）
支
給
す
る
も
の
で
す
。

２
億
５
０
３
９
万
円
追
加

予
算
総
額

２
９
５
億
９
１
３
４
万
円

Topics

第１回臨時会

令和７年
１月31日

（１日間）

特別職及び議会議員に係る期末手当の支給割合

160 165 160 162.5 165 162.5

100 100 100 100 100 100

0.05 0.025

6月と12月を平準化

令和６年12月 令和７年６月 令和７年12月

-0.025

答

市
民
の
生
活
が
少
し
で
も
安

定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
物

価
高
騰
対
策
が
一
番
の
目
的
で
あ

る
た
め
、
各
課
と
も
十
分
に
検
討

し
た
結
果
、
市
民
に
平
等
に
お
金

が
回
り
、
地
元
へ
の
還
元
に
も
な

る
商
品
券
の
配
布
と
し
た
。

Topic4

令
和
６
年
度
特
別
会
計
及
び

水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
を
可
決

【
議
案
第
４・５・６・７・８・９
号
】

全
会
一
致
可
決

歳
出
及
び
収
益
的
支
出
は
給
与

の
改
正
が
主
な
も
の
で
す
。

予算追加額 予算総額
国民健康保険
特別会計

130万円 55億8,803万円

後期高齢者医療
特別会計

129万円 7億1,492万円

介護保険
特別会計

242万円 61億3,221万円

生活排水処理事業
特別会計

13万円 6,882万円

206万円 5億9,499万円
42万円 2億1,507万円

会計名

水道事業会計
公共下水道事業会計

特
別
会
計

国民健康保険
特別会計
後期高齢者医療
特別会計
介護保険
特別会計
生活排水処理事業
特別会計

会計名

水道事業会計
公共下水道事業会計

特
別
会
計
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条
例
の
制
定
を
試
み
た
こ
と
は
、

市
の
基
本
的
姿
勢
と
し
て
適
正
で

あ
る
。

し
か
し
、
問
題
点
も
多
い
た
め
、

①
条
例
中
の
「
公
民
連
携
事
業
」
の

定
義
の
具
体
化
、
②
議
会
へ
の
説
明

等
、
議
会
に
対
す
る
手
続
の
規
定
を

盛
り
込
む
こ
と
、
③
公
平
性
を
高
め

る
た
め
、
審
査
委
員
会
の
委
員
に
有

識
者
を
常
時
加
え
る
こ
と
、
以
上
３

点
を
将
来
的
に
見
直
す
こ
と
を
求
め

て
、
修
正
案
に
賛
成
。

（
徳
峰
議
員
）
一
般
的
・
抽
象

的
な
文
言
で
あ
る
が
問
題
な
い
。

客
観
的
に
見
て
、
条
例
や
要
綱
等

に
具
備
す
べ
き
箇
所
が
あ
る
か
と

考
え
る
が
、
大
局
の
立
場
か
ら
、

修
正
案
に
賛
成
。

採
決
の
結
果

修
正
部
分

↓

賛
成
多
数
で
可
決

修
正
部
分
を
除
く
原
案

↓

全
会
一
致
で
可
決

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
と
は
・
・
・
公
共
施
設
等
の
建

設
、
維
持
管
理
、
運
営
等
を
民
間
の
資
金
、
経

営
能
力
及
び
技
術
的
能
力
を
活
用
し
て
行
う
手

法
の
こ
と
。

条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
な
ど

の
議
案
、
陳
情
等
に
つ
い
て
、
審

査
・
審
議
し
ま
し
た
。

Topic1

曽
於
市
公
民
連
携
事
業

推
進
条
例
の
修
正
可
決

【
議
案
第
12
号
】
賛
成
多
数
修
正
可
決

公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
に
関
し
、
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
の
審
査

問

公
民
連
携
に
よ
る
行
政
へ
の

メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答

一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
民
間

事
業
者
の
資
金
が
公
的
事
業
に
投

入
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
的
な

負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。

問

具
体
的
に
民
間
事
業
者
か
ら

提
案
が
あ
り
そ
う
か
。

答

提
案
が
出
さ
れ
る
よ
う
努
力

す
る
が
、
提
案
が
な
い
場
合
は
、

直
接
建
設
方
式
や
※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

で
の
建
設
に
な
る
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

式
で
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

委
員
か
ら
、
第
１
条
に
規
定

す
る
本
市
が
目
指
す
将
来
像
に

つ
い
て
、「
豊
か
な
自
然
の
中
で

み
ん
な
が
創
る
笑
顔
輝
く
元
気

な
ま
ち
」
と
明
記
す
る
修
正
案

が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
の
審
査

修
正
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

（
山
中
議
員
）
公
民
連
携
を
推

進
す
る
目
的
が
不
明
瞭
で
、
議
会

側
が
修
正
案
を
提
案
す
る
十
分
な

合
理
性
が
あ
る
。
一
方
、
事
業
を

行
う
上
で
の
実
務
上
の
手
続
に

関
し
て
は
「
市
長
が
別
に
定
め

る
」
と
あ
る
の
み
で
あ
り
、
執
行

部
へ
の
委
任
範
囲
や
裁
量
が
大
き

く
、
議
会
側
と
し
て
は
十
分
な
理

解
、
合
意
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

具
体
的
に
事
業
を
始
め
る
前
に

Topics

第 1 回定例会

令和 7 年
2月21日から

3月26日まで

（34日間）

行政サービスの品質向上

公 民公共機関としての信用

公共インフラやデータ

地域ネットワーク・情報発信

地域の活性化
・課題解決

新たな事業・
雇用の創出

みんなが創る
笑顔輝く元気なまち

積み重ねてきたノウハウ

多様性に富んだアイデア

企業のブランド力

公民連携のイメージ

33 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



Topic2

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
議
案
第
14
号
】
賛
成
多
数
可
決

五
位
塚
市
長
の
任
期
が
満
了
と

な
る
本
年
７
月
の
給
与
月
額
を
０

円
と
し
、
退
職
手
当
を
不
支
給
に

す
る
た
め
、
附
則
第
３
項
の
令
和

３
年
２
月
22
日
を
令
和
７
年
２
月

21
日
に
改
め
る
も
の
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会
で
の
審
査

市
長
の
退
職
金
は
、
本
来
、
職

種
に
見
合
っ
た
退
職
金
額
を
受
給

す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
、
賛
成

少
数
に
よ
り
否
決
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
も
し
否
決
に
な
っ
た
場
合

の
条
例
の
効
力
に
つ
い
て
、
再
度

説
明
を
求
め
、
今
回
の
条
例
の
一

部
改
正
で
は
、
議
決
の
可
否
に
関

わ
ら
ず
、
市
長
の
退
職
金
の
不
支

給
に
変
わ
り
は
な
い
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

問

議
決
結
果
に
関
わ
ら
ず
、
退

職
金
の
不
支
給
は
変
わ
ら
な
い
条

例
改
正
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
っ
た
か
。

答

市
長
の
退
職
金
の
不
支
給
を

明
確
に
す
る
た
め
の
提
案
だ
っ
た
。

問

本
案
の
提
案
理
由
で
あ
る
｢退

職
金
の
不
支
給
の
た
め
｣
と
い
う
部

分
と
実
際
の
条
例
の
一
部
改
正
の
効

力
は
関
係
が
な
い
の
で
は
。

答

４
年
前
も
同
様
の
提
案
で

あ
っ
た
が
、
今
回
の
審
査
で
の
説
明

が
十
分
で
は
な
く
反
省
し
て
い
る
。

問

今
回
の
附
則
の
改
正
に
お
い

て
、
退
職
金
の
不
支
給
は
変
わ
ら

な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
費
用
弁
償

を
支
給
し
て
ま
で
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
を
開
催
し
た
意
義
は
何
か
。

答

外
部
の
方
の
意
見
を
聞
く
た

め
に
開
催
し
た
。

Topic3

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
９
号)

を
可
決

【
議
案
第
26
号
】
全
会
一
致
可
決

３
億
６
７
６
０
万
円
減
額

予
算
総
額

２
９
４
億
８
２
６
５
万
円

歳
入
は
、
交
付
額
の
確
定
に
よ

る
地
方
交
付
税
・
市
債
の
追
加
や

実
績
見
込
み
に
よ
る
寄
附
金
の
減

額
及
び
歳
出
の
減
額
や
財
源
調
整

に
よ
る
各
基
金
繰
入
金
の
減
額
が

主
な
も
の
で
す
。

歳
出
は
、
事
業
費
の
確
定
及
び
執

行
見
込
み
に
よ
る
減
額
、
実
績
見
込

み
に
よ
る
施
設
型
給
付
費
や
過
疎
対

策
事
業
債
の
追
加
協
議
に
よ
る
市
道

整
備
事
業
及
び
有
機
セ
ン
タ
ー
施
設

修
繕
費
、
繰
上
償
還
に
伴
う
公
債

費
の
追
加
が
主
な
も
の
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

（
山
中
雅
人
委
員
長
）

【
本
庁
舎
大
規
模
改
修
事
業
】

問

臨
時
駐
車
場
用
土
地
借
上
料

１
４
４
万
円
の
減
額
理
由
は
。

答

当
初
計
画
の
用
地
の
借
上
交

渉
が
不
成
立
と
な
り
、
土
地
開
発

公
社
所
有
の
昭
栄
堂
横
の
土
地
を

職
員
駐
車
場
と
し
て
使
用
し
て
い

る
。

【
新
婚
・
子
育
て
転
入
世
帯
向
け

食
の
支
援
事
業
委
託
料
】

問

減
額
の
理
由
は
。

答

当
初
１
２
０
世
帯
と
想
定
し

て
い
た
が
87
世
帯
ほ
ど
と
な
り
、

現
時
点
で
、
う
ち
37
世
帯
が
申
請

し
て
い
る
。
申
請
時
の
添
付
書
類

等
の
手
続
が
煩
雑
と
思
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
簡
略
化
し
た
い
。

原
田

・４年前にも同じ内容で可決された条例。当時の政権を司って
いる為政者独自のもので、他の為政者に押し付けるものではない。

徳
峰

・市民の立場から見た場合、退職金を受給しないことは多くの
方々が高く評価している。
・議会人、また、市民の代表として、退職金の受給について過
去に何度も一般質問しているが、この点は率直に評価している。

今
鶴

・附則の令和3年2月22日の効力が生きており、議決の可否に関
わらず退職金を受給しないことは決定している。結果の変わら
ない議案が上程され、わざわざ時間を使わせられている。
・効力が生きている条例をあえて出すのは議会軽視ではないか。

渡
辺

・議決の可否に関わらず支給されない、無意味な条例の提案は、
前代未聞である。
・有効期限の最終日を規定していないため、条例の廃止・改正
がない限り効力を発し、平成29年の条例が今でも生きている。
今回条例の提案をするならば、市長は令和3年度のときに期限を
指定すべきであった。

岩
水

・現在の規定のままでも、今回の退職金不支給はできることに
なる。今回の条例改正は必要なかったのではないか。
・市議会が不必要な議案の審査に時間を費やされたことは議会
軽視とも捉えかねなく、ましてや、市長として担当課の正当な
意見・判断を無視し、裁量権の範囲を逸脱・乱用するものであ
る。また、両副市長がいながら不必要な提案を止められなかった
ことは非常に残念。このようなやり方はもはや独裁的な市政運
営と取れる。よって、意味のない改正案であるので、無効の意
味を含めて反対する。

賛
成
討
論

反
対
討
論

本会議における討論の内容

44☆議会クイズ☆次のページからクイズを出します。ページをめくると答えがあります。



【
広
報
Ｃ
Ｍ
等
制
作
業
務
委
託
料
】

問

減
額
の
理
由
は
。

答

当
初
、
Ｐ
Ｒ
大
使
に
関
す
る

広
報
Ｃ
Ｍ
を
計
画
し
て
い
た
が
、

出
演
の
折
り
合
い
が
付
か
な
か
っ

た
た
め
減
額
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
災
害
対
策
費
】

問

危
機
管
理
監
の
活
動
実
績
見

込
み
は
。

答

本
年
度
は
15
団
体
に
対
し
て

防
災
講
話
を
行
い
、
延
べ
３
０
０

人
程
度
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
市

の
防
災
訓
練
に
つ
い
て
も
主
導
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
状
況
】

問

コ
ン
ビ
ニ
で
の
交
付
状
況
は
。

答

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書

に
つ
い
て
は
、
発
行
件
数
の
う
ち

約
12
％
が
コ
ン
ビ
ニ
で
の
交
付
で

あ
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
岩
水
豊
委
員
長
）

【
メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
料
】

問

今
回
増
額
の
理
由
と
、
過
去

の
状
況
は
。

答

減
収
と
燃
料
費
の
高
騰
等

に
よ
る
大
幅
な
赤
字
が
見
込
ま

れ
、
１
３
０
０
万
円
の
増
額
と

な
っ
た
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
か

ら
赤
字
で
あ
り
、
令
和
２
年
度
に

１
１
０
０
万
円
、
令
和
３
年
度
に

９
０
０
万
円
、
令
和
４
年
度
に

１
０
０
０
万
円
、
令
和
５
年
度
に

７
５
０
万
円
を
支
払
っ
て
い
る
。

【
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
費

（
施
設
型
給
付
費
）】

問

増
額
の
理
由
は
。

答

人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
人
件

費
相
当
分
10
・
７
％
の
増
額
改
定

が
あ
り
、
給
付
費
の
算
出
方
法
に

基
づ
い
て
、
各
保
育
所
・
こ
ど
も

園
等
に
支
給
す
る
。

【
学
校
給
食
助
成
事
業
】

問

増
額
の
内
容
は
。

答

米
や
野
菜
類
の
価
格
高
騰
に

対
応
す
る
た
め
、
食
材
購
入
補
助

金
を
増
額
し
た
い
。

【
大
隅
文
化
会
館
管
理
費
】

問

非
常
用
電
源
設
備
改
修
工
事

の
大
幅
な
増
額
理
由
は
。

答

入
札
の
公
告
後
に
発
電
機
の

積
算
容
量
の
誤
り
に
気
付
い
た
た

め
、
一
旦
入
札
を
中
止
し
、
不
足

し
た
金
額
の
補
正
を
お
願
い
し
た
。

意
見

今
後
こ
の
よ
う
な
ミ
ス
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
課
内
の
管

理
・
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
見
直
す
よ

う
に
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
渕
合
昌
昭
委
員
長
）

【
農
業
後
継
者
等
育
成
対
策
事
業
】

問

補
助
金
の
交
付
実
績
は
。

答

今
年
度
、
新
規
の
対
象
者
は

４
人
で
、
畜
産
３
人
、
露
地
野
菜

１
人
に
交
付
し
た
。

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
関
連
費
用
】

問

予
算
が
減
額
さ
れ
て
い
る
が

採
用
は
し
な
い
の
か
。

答

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
任

命
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
清
流

の
森
大
川
原
峡
の
指
定
管
理
者
が

決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
業
務
内

容
が
重
複
す
る
こ
と
か
ら
減
額
す

る
。

【
畜
産
振
興
費
】

問

各
種
補
助
事
業
に
大
き
な
執

行
残
が
あ
る
が
、
子
牛
価
格
下
落

の
影
響
や
今
後
の
見
通
し
は
。

答

子
牛
価
格
が
下
落
し
て
い
た

た
め
、
設
備
に
対
す
る
補
助
事
業

を
利
用
す
る
人
が
少
な
く
、
執
行

残
が
出
た
。
こ
れ
ま
で
全
国
的
な

繁
殖
雌
牛
の
増
頭
等
で
子
牛
が
供

給
過
多
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

２
月
か
ら
子
牛
価
格
が
全
国
的
に

上
が
っ
て
お
り
、
国
の
補
正
予
算

に
よ
る
食
肉
流
通
対
策
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
子
牛
価
格
は
上
が
る
と

予
想
し
て
い
る
。

【
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
排
水
等

対
策
事
業
】

問

予
算
の
減
額
理
由
と
事
業
実

績
は
。

答

補
助
金
額
の
確
定
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
耕
地
林
務
課
所

管
分
で
は
、
今
年
度
の
申
請
者

が
１
５
１
人
、
実
施
面
積
は

９
８
１
・
２
７
㏊
で
あ
る
。
昨
年

度
実
績
で
は
、
圃
場
面
積
全
体
の

約
８
割
で
さ
つ
ま
い
も
基
腐
病
の

発
生
が
軽
減
さ
れ
た
と
聞
い
て
い

る
。

55 ☆問 1☆子どもを連れて投票できる？



576 万円
問 どのようにして事業を
決めたのか。

答 委員会を立ち上げた上
で、ふさわしい事業を各課
と協議し予算計上した。

令　和　７　年　度　当　初　予　算　（総�務�常�任�委�員�会　所管分）

市制施行20周年記念事業

242 万円
問 どのような事業か。

答 大隅町坂元地区のコン
ビニエンスストア跡地を無
償で借り受け、自動販売機で
地元の野菜などを販売する
予定である。今後は、野菜以
外の品物の販売やＪＡ等の移
動販売者との連携を含めて、
買物弱者支援に関する施策
を研究していきたい。

「とまいやんせ」
活性化支援(仮称)

3,670 万円
問 自主防災組織の防災訓
練の取組状況は。

答 現在 24 団体が立ち上
がっており、連絡会も組織
されている。特に地震を想
定した訓練が実施されてい
るが、地域住民がより関心
を持ってもらえるような取
組を今後進めたい。

問 自 主 防 災 組 織 へ の 補
助金は一律５万円であるが、
人口規模の大小があるので
は。

答 それぞれの組織の対象
人数も違うことから、今後、
均等割、人数割などを考慮
した形で検討したい。

意見 自主防災組織は各地
域に温度差もあることから、
積極的な行政主導の対応を
求める。

災害対策費

コンビニエンスストア跡地

1,037 万円
問 市制施行 20 周年との
関連付けはないのか。

答 今年度は現状のままの
実施予定である。

意見 20 周年記念事業と
して市民祭に上乗せして予
算措置されていないのは他
の記念イベントとのバラン
スを欠いており、市民全体
で 20 周年を祝う市民祭とし
て再度検討して開催すべき
である。

市民祭開催費補助金

497 万円
問 学校への送迎などは可
能か。

答 モデル事業として笠木
校区、柳迫校区のコミュニ
ティ協議会エリア内での運
行が基本であるが、学校へ
の送迎などは可能と考えて
いる。民業圧迫にならない
ように確認しながら事業を
進めたい。

共助交通モデル事業

618 万円
問 どのような内容か。

答 現在の最終処分場は
大隅が 10 年、財部が３年
で残余容量を超えることが
予想され、当初予想してい
た処分場の嵩上げでは、費
用対効果が薄いなどの問題
点が上がっていることもあ
り、クリーンセンターで粗
大ごみの解体・分別を行っ
て、処分業者へ引き渡すこ
とで最終処分場の延命化を
図る予定である。

意見 クリーンセンターも
含めたごみ処理施設につい
ては、延命措置を図る検討
もされているが、将来的に
広域で対応する検討も必要
である。

粗大ごみ解体・不燃ごみ
分別業務委託

市制施行20周年記念事業
新規事業

「とまいやんせ」
新規事業

粗大ごみ解体・不燃ごみ
新規事業

共助交通モデル事業
新規事業

66☆答1☆できる。ベビーカーでの投票も大丈夫です。



778 万円
問 どのような事業か。
答 児童福祉法で令和８年度から設置が義務付けられる「こ
ども家庭センター」を本年４月からこども未来課内に設置
し、児童福祉と母子保健の連携を更に強化し、妊娠期から
子育て期にわたって切れ目なく支援していく。市民にはチ
ラシや広報紙等で周知を図っていく。

こども家庭センターとは？
子育てをしているご家庭の様々な悩みに対して、保健師や歯科
衛生士、管理栄養士、社会福祉士、子ども家庭支援員等が相談
にお答えする総合相談窓口です。 市ホームページ　▶▶▶

妊娠期～子育て期関連の事業については、
曽於市ホームページにも掲載されています。

243 万円
問 工事内容は。

答 経年劣化による雨漏り
対策工事が必要になった。

令� 和� ７� 年� 度� 当� 初� 予� 算�（ 文 教 厚 生 常 任 委 員 会� 所 管 分 ）

そお生きいき健康センター
外壁改修工事

子ども家庭支援事業

819 万円
　不登校児童・生徒の現状
について、令和５年度は 44
名であったが、令和６年度
は 83名に倍増している。

問 有効な不登校対策は。

答 絆づくり、居場所づく
りとして、保健室だけでな
く学校以外の居場所も必要
である。

意見 不登校が倍増してお
り、危機的状況である。教
育委員会の学校現場に対す
る指導の在り方を見直し、
注力して解消に向けて取り
組んでいただきたい。

教育支援センター
指導員設置事業

そお生きいき健康センター　現地調査

10 万円
問 認知症高齢者保護情報
共有サービスの事業内容は。
答 認知症高齢者が徘徊で
行方不明になった際、発見
者が当該高齢者の衣類に張
られたQRコードシールを
スマートフォン等で読み取
ることで家族と連絡がとれ、
解決が図られるシールを交
付する事業である。

問 都 城 市 や い ち き 串 木
野市で同様の取組があるが、
それ以外で取り組んでいる
自治体は。
答 高原町と枕崎市がす
でに取り組んでおり、現在、
三股町も検討しているとの
こと。広域で取り組むこと
で事業の認知が図られるの
ではと考えている。

家族介護支援
（認知症高齢者見守り）事業

　騒音への対応状況につい
て、現地を調査しました。

学校給食センター

学校給食センター　現地調査

家族介護支援
新規事業

令和７年４月から、全園児
の保育料が無償化されます。

近隣自治体の無償化の状況

令和５年度
から

都城市
大崎町
阿久根市
いちき串木野市

令和６年度
から

志布志市
垂水市

保育料無償化保育料無償化
新規事業

77 ☆問２☆仕事や旅行などで選挙期間中に帰ってこれない。投票できる？



1,226 万円
問 ジビエ加工処理施設の
検討状況は。

答 大半が埋設処理され
ている有害鳥獣を地域資源
として活用できないか検討
しており、旧財部給食セン
ターを改修し活用を考えて
いるが、食品衛生法や水質
汚濁防止法の関係で各所か
ら許可を得る必要があるこ
とや、近隣住民等の理解が
欠かせないことから、引
き続き研究していく。また、
需要の調査も必要である。

令� 和� ７� 年� 度� 当� 初� 予� 算　( 産 業建設常任委員会� 所 管分 )

ジビエ処理加工施設
改修工事設計業務委託

ふるさと納税

3,800 万円
問 事業の状況は。

答 毎年 120 件程度の申請
があり、令和６年度は補正
予算も計上した。令和７年
度については、当初予算を
増額して計上した。

問 市民への周知は。

答 市政説明会に出席され
た自治会長や市民に周知す
るほか、市報等でも市民に
広報している。

危険廃屋解体撤去事業

26 万円
問 小 規 模 水 道 組 合 が
PFAS の水質検査を希望する
場合はどのような対応にな
るか。
答 希望する組合に対して
は検査費用を半額補助する。
希望が多い場合は補正予算
も考えている。

問 希望時だけではなく、
抽出検査をしてはどうか。
答 水質検査の義務がない
ことと、ある程度の費用が
かかるため、市からは積極
的に実施できないが、まず
は来年度に市上水の水質検
査に取り組み、その結果を
踏まえて検討していきたい。

飲料水水質検査補助金

48 万円
問 対象者は。

答 補助対象は本市に住所
を有する者を基本としてお
り、卒業後の勤務先として
市内の事業所が選ばれるよ
うにつなげていきたい。

林業大学校研修生
支援事業補助金

1 億円
　現在、下水道浄化セン
ターの使用率が約 70％で、
メンテナンス作業ができて
いないことから、国の事業
を活用して処理施設の増設
工事を実施し、これを解消
したい。

問 下水道管の管理状況は。

答 現在は管工事組合がボ
ランティア活動の一環とし
て、目視による点検を実施
している。

処理場建設費

ジビエ処理加工施設
新規事業

新規事業

林業大学校研修生
新規事業

問 来年度の見込額の減額
理由は。

答 寄附金額の減少理由の
一つとして、全国的に本市
が主力とする肉の返礼品が
多く、令和６年度は特に宮
崎市が力を入れており、そ
のような中で、本市が埋も
れてしまった結果だと考え
る。令和６年度実績を踏ま
えて来年度予算として 15
億円を計上したが、より多
く寄附していただけるよう、
事業者とも連携していく。

88☆答２☆できる。不在者投票で投票用紙を送ってもらえます。詳しくは曽於市不在者投票で検索



議決結果一覧
迫議員は議長のため、議決に加わることはできないが､ 投票による表決の場合で可否同数になった
ときは、議長が可否を決定する（裁決権）ことになる。
賛成「○」。賛成者のみを諮る表決方法であるため、賛成者以外
（反対者・態度保留者・棄権者等）は「●」としている。

議案等　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名

山
中

雅
人

出
水

優
樹

瀬
戸
口

恵
理

矢
上

弘
幸

片
田

洋
志

重
久

昌
樹

鈴
木

栄
一

岩
水

豊

渕
合

昌
昭

今
鶴

治
信

九
日

克
典

土
屋

健
一

原
田

賢
一
郎

山
田

義
盛

渡
辺

利
治

久
長

登
良
男

徳
峰

一
成

結

果

議
案

※
第12号

曽於市公民連携事業推進条例の制定について
(産業建設常任委員長から提出された修正案) 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可
決

第14号
曽於市特別職の職員の給与に関する条例の一
部改正について ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● ● 〇 可決

第35号
令和７年度曽於市後期高齢者医療特別会計予
算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 可決

※�議案第 12号「曽於市公民連携事業推進条例の制定について」は、産業建設常任委員長から提出された修正案は賛成多数にて
可決、修正案を除く原案については全会一致で可決となった。

賛否が分かれた案件

第１回定例会で全会一致で可決・採択とされた案件

区 分 議案番号 件  名

議案

第10号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策
定について

第11号 宮崎県都城市との定住自立圏の形成に関する
変更協定の締結について

第13号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例の制定について

第15号 曽於市職員の諸給与に関する条例の一部改
正について

第16号
曽於市税条例及び曽於市行政手続における特定
の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一
部改正について

第17号 曽於市子ども・子育て支援法に基づく過料に
関する条例の一部改正について

第18号 曽於市学校法人助成条例の一部改正について

第19号 曽於市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正について

第20号 曽於市重度心身障害者医療費助成条例の一
部改正について

第21号 曽於市地域振興住宅条例の一部改正について

第22号 曽於市水道事業に係る布設工事監督者及び水
道技術管理者に関する条例の一部改正について

第23号 曽於市消防団員の定員、任免、服務等に関す
る条例の一部改正について

第24号 曽於市手数料条例の一部改正について
第25号 財産の無償貸付けについて

第26号 令和６年度曽於市一般会計補正予算（第９号）
について

第27号 令和６年度曽於市国民健康保険特別会計補正
予算（第５号）について

区 分 議案番号 件  名

議案

第28号 令和６年度曽於市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第５号）について

第29号 令和６年度曽於市介護保険特別会計補正予算
（第５号）について

第30号 令和６年度曽於市生活排水処理事業特別会計
補正予算（第５号）について

第31号 令和６年度曽於市水道事業会計補正予算（第
４号）について

第32号 令和６年度曽於市公共下水道事業会計補正予
算（第３号）について

第33号 令和７年度曽於市一般会計予算について

第34号 令和７年度曽於市国民健康保険特別会計予算
について

第36号 令和７年度曽於市介護保険特別会計予算につ
いて

第37号 令和７年度曽於市生活排水処理事業特別会計
予算について

第38号 令和７年度曽於市水道事業会計予算について

第39号 令和７年度曽於市公共下水道事業会計予算に
ついて

第40号
曽於市職員の勤務時間、休暇等に関する条
例及び曽於市職員の育児休業等に関する条
例の一部改正について

第41号
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に
伴う関係条例の整備に関する条例の一部改正
について

陳情 第12号 「福祉の拠点づくり」について

発議 第1号 曽於市議会の個人情報の保護に関する条例
の一部改正について

99 ☆問３☆入院、入所等で外出することができないが、投票できる？



令和７年１月 14 日 ( 火 )　福岡県福津市

「読まれない議会だよりはゴミ」
　①	 編集の意識改革：読まれる紙面づくりを意識し、市広報紙並みのクオリティを目指す
　②	 目標設定：分かりやすさを追求し、若い世代でも読める内容にする
　③	 ターゲット設定：中学生でも読みやすい記事を作成し、広い世代に届ける

➡
　上記を実現するため、具体的に次の４項目を見直し
　①	 一般質問や審議内容の簡略化
　②	 賛否表の掲載
　③	 特集や市民参加型の表紙を制作
　④	 市民との意見交換の場である「お便りカフェ」を設置

➡
「市民と議会の信頼関係づくりをめざす議会だより」の取組が
第 19回マニフェスト大賞エリア選抜（九州・沖縄エリア）に選ばれた

令和７年１月 15 日 ( 水 )　福岡県糟屋郡志免町

SNS 活用による広報強化
　①	 議会だより発行までのタイムラグをなくし、議会を身近に感じてもらう
　②	 Instagram・Facebook・YouTube・ホームページを活用
　③	 議会の動向を事実ベースで発信する
SNSについては継続的な更新が課題であり、担当者の負担を軽減する工
夫が必要

広報等調査特別委員会

■令和 7 年１月 17 日（金）　14：00　～　志布志市・曽於市議会議員合同研修会

■講師：全国市議会議長会  政務第一部長　本
もと

橋
はし

謙
けん

治
じ

 氏

■テーマ：地方議会制度について
	 　・質疑や質問の手法や注意点について
	 　・討論や議事進行について

■令和 7 年１月 31 日（金）　14：00　～　都城市議会・曽於市議会議員合同研修会

■講師：一般社団法人 地方公共団体政策支援機構　上席研究員　長
おさ

内
ない

紳
しん

悟
ご

 氏

■テーマ：本来の『会して事を議して決する』機関とは
	 　・データに基づいた政策立案の手法について

それぞれ、議会制度や議員としての在り方等について学び、また、各市議会との交流を深めました。

■そのほか、令和７年 1月21日（火）には鹿児島県市議会議長会主催の研修にも参加しました。
講師：拓殖大学教授政経学部経済学科長　山

やま

本
もと

尚
たか

史
し

氏　テーマ：産・官・学の連携で地域力アップ～エコノミックガーデニングの活用～
講師：元日本ゼネラルモーターズ社長　佐

さ

藤
とう

満
みつる

氏　テーマ：「壁を破る発想法」－変化に機敏に対応しないと組織は潰れる－

委員会調査リポート

議員研修報告

1010☆答３☆できる。その施設で投票の意思表示をすると、その施設が県から承認されていたら市に請求できます。立ち会いの元、投票できます。



故 山
やま

中
なか

貞
さだ

則
のり

氏が 1941 年に台湾の里港国民小学校で教鞭を執られたのをきっかけに、里港郷と令和５年５月に国際交流促進
覚書（MOU）※を締結してから、相互交流をしています。

台
た い

湾
わ ん

屏
へ い

東
と う

県
け ん

里
り

港
こ う

郷
きょう

　親善訪問リポート

里港郷の社会、産業、教育、文化などの
実情及び相互交流を発展させるための施
策を調査研究するため、令和７年１月14〜
16日の３日間、里港郷を訪問しました。

里港郷の議会を訪問し、町長に当たる徐
じょ

國
こく

銘
めい

郷長や議長に当たる林
りん

綿
めん

顯
けん

主席から、
産業、教育、文化、観光等のあらゆる分
野での継続的な交流を図っていきたいと挨
拶がありました。

屏東県里港郷との交流

令和５年５月 国際交流促進覚書（MOU)締結

令和５年11月 里港郷訪問団、曽於市へ

令和６年１月 曽於市議会親善訪問調査団、里港郷へ

令和６年10月 里港郷訪問団、曽於市へ

令和７年１月 曽於市議会親善訪問調査団、里港郷へ

※�国際交流促進覚書（MOU）とは、当事者間の合意内容を
書面化したもので、法的拘束力はなく、一般的に「友好
都市協定」などの一歩手前の段階と認識されるもの

里港郷は台湾南部にあり、面積は約 69㎢、
人口約 25,000 人です。高温多湿な気候が
特徴的で、特産品は、バナナ、スターフルー
ツ、バラ、キュウリ、レンブ、ナツメ、手長
エビなどです。
今回は、「ナツメ」や「レンブ」の果樹園
を視察しました。防疫上、日本への輸出は
なく、今後の課題とのことでした。

鹿児島空港から台湾への定期便は３往復になり、更なる利便性の向上に期待が高まります。
今後、本市と里港郷の交流が民間レベルまで深まり、地域振興や人材育成に向けた国際交流の促進が大いに期待されます。

ナツメの視察

1111 ☆問４☆入場券を無くしたが投票できる？



曽於市議会は意見交換を希望する団体を募集しています。
皆様のご意見等を今後の議会活動に反映させていきますので、
この機会にぜひお申込みください。

対象となる団体… ①市内に居住・通勤・通学する団体
②市民等により構成される団体や市民グループ
 ①②を満たす団体で、５名以上で参加できること
を条件とします

申込み方法… 市のホームページに掲載している次の書類を作成の上、
議会事務局へご提出ください。

〇曽於市議会意見交換会開催申込書
〇曽於市議会意見交換会参加者名簿
〇その他参考資料（必要に応じて）
※ 議会の定例会（６・９・12・３月）や臨時会の開催状況によっては、
お受けすることができません。また、議会側の都合により、日程
のご希望に沿えない場合があります。

令和
７年

度
議員と語ろう会参加者

募集中!

詳しくは、市のホームページへ！▶▶▶

“議
ぎ
員
いん
と語

かた
ろう会

かい
”

２月４日に曽
そ
於
お
市
し
役
やく
所
しょ
本
ほん
庁
ちょう
にて「議

ぎ
員
いん
と語
かた
ろう会

かい
」を行

おこな
いました。６年

ねん
生
せい

６名
めい
と市

し
議
ぎ
会
かい
議
ぎ
員
いん
７名
めい
とで１時

じ
間
かん
15 分の楽

たの
しい時

じ
間
かん
を過

す
ごしました。

「議
ぎ
場
じょう
」を見

けん
学
がく
したあと、新

あたら
しい南

みなみ
棟
とう
防
ぼう
災
さい
対
たい
策
さく
室
しつ
に移

い
動
どう
して、「住

す
み続
つづ
け

られる町
まち
づくり」について意

い
見
けん
交
こう
換
かん
をしました。

説
せつ
明
めい
のあと、議

ぎ
員
いん
席
せき
に座
すわ
ったり、

マイクで話
はな
したりと、自

じ
由
ゆう
に見

けん
学
がく
を

してもらいました。

議
ぎ
場
じょう
の見
けん
学
がく

意
い
見
けん
交
こう
換
かん

一
いち
年
ねん
間
かん
、防

ぼう
災
さい
について学

まな
んできたみなさん

から、大
おと
人
な
顔
かお
負
ま
けの意

い
見
けん
や質
しつ
問
もん
がありました。

☺市
し
民
みん
みんなが避

ひ
難
なん
できる

避
ひ
難
なん
所
じょ
は確
かく
保
ほ
されている？

☺赤
あか
ちゃんを連

つ
れて避

ひ
難
なん
しても

用
よう
品
ひん
は揃
そろ
っている？

☺障
しょう
がいのある方

かた
や入
にゅう
院
いん
中
ちゅう
はどうする？

☺避
ひ
難
なん
食
しょく
はどれくらい確

かく
保
ほ
されている？

☺意
い
識
しき
を高
たか
めるために、

防
ぼう
災
さい
イベントをしてみては？

☺ペットと避
ひ
難
なん
できる場

ば
所
しょ
が

欲
ほ
しい！

岩
いわ
南
みなみ
小
しょう
６年
ねん
生
せい
と！

最
さい
初
しょ
は緊

きん
張
ちょう
した様

よう
子
す
のみなさん 一

いち
番
ばん
人
にん
気
き
は議

ぎ
長
ちょう
席
せき

和
なご
やかな雰

ふん
囲
い
気
き
♪

最
さい
後
ご
に記

き
念
ねん
品
ひん
をお渡

わた
ししました

12☆答４☆できる。入場券が無くても本人確認が取れれば投票できます。



市政を問う
一般質問とは議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。

（　　）内は会派または政党名を記載しています。

一般質問
10名の議員登壇

◆令和７年２月 27 日

１．重
しげ
久
ひさ
昌
まさ
樹
き
（無所属自由クラブ） ………………………………………… P14

〇弥五郎どんの国の重要無形民俗文化財指定　〇道路管理

２．徳
とく
峰
みね
一
かず
成
なり
（日本共産党） ………………………………………………… P15

〇物価高、暮らし第一のカジ取りを　〇公民連携、見直しを求めたい
〇アンケートを尊重した財部温泉健康センターを　〇メセナ温泉の今後の改修

３．渡
わた
辺
なべ
利
とし
治
はる
（創政会） ……………………………………………………… P16　

〇末吉小学校改築事業　〇全国農業サミット　〇住民サービス

４．片
かた
田
だ
洋
ひろ
志
し
（れいわ会） …………………………………………………… P17

〇宅地分譲地の販売促進　〇交通対策　〇曽於市部活動ガイドライン

◆令和７年２月 28 日

５．今
いま
鶴
づる
治
はる
信
のぶ
（創志会） ……………………………………………………… P18

〇人口減少対策　〇企業誘致による市民所得の推移　〇ふるさと納税　〇公民連携事業

６．山
やま
中
なか
雅
まさ
人
と
（さくら会） …………………………………………………… P19

〇公民連携　〇地域公共交通計画　〇産業振興

７．矢
や
上
がみ
弘
ひろ
幸
ゆき
（れいわ会） …………………………………………………… P20

〇 SKLV　〇国の重要文化財　〇防災　　※掲載以外の質問項目　〇関西大学との連携協定

◆令和７年３月４日

８．岩
いわ
水
みず
豊
ゆたか
（新生会） ………………………………………………………… P21

〇令和７年度施政方針　〇公民連携事業

９．瀬
せ
戸
と
口
ぐち
恵
え
理
り
（さくら会） ………………………………………………… P22

〇働き方改革と市民サービスの向上　〇令和７年度施政方針と当初予算

10．原
はら
田
だ
賢
けん
一
いち
郎
ろう
（そお幸喜会） …………………………………………… P23

〇大隅、財部両支所の窓口対応　〇マイナンバーカードの更新手続　〇水道行政

13 ☆問５☆投票所に 1番乗りした有権者は投票箱の中を見ることができる？



弥
五
郎
ど
ん
の
国
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定

問

地
元
有
志
の
方
々
が

途
絶
え
て
い
た
六
月
灯
を

復
活
さ
せ
て
地
域
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市

長
は
弥
五
郎
ど
ん
を
地
域

活
性
化
に
ど
の
よ
う
に
つ

な
げ
て
い
く
の
か
。

市
長

地
域
住
民
が
協
力

し
て
活
動
す
る
こ
と
は
大

事
な
こ
と
で
あ
る
。
行
政

も
支
援
し
て
い
く
。

問

弥
五
郎
ま
つ
り
館
の

入
館
者
数
は
何
人
か
。

大
隅
支
所
地
域
振
興
課
長

現

在
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

問

昨
年
３
月
の
一
般
質

問
で
ま
つ
り
館
を
岩
川
小

学
校
跡
地
へ
移
設
す
る
よ

う
提
案
し
た
が
、
そ
の
後

の
検
討
状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長

改
修
を

し
て
弥
五
郎
ど
ん
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
る
予
定
は

あ
っ
た
が
、
改
修
が
進
ん

で
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

問

弥
五
郎
ま
つ
り
館
を

小
学
校
跡
地
に
移
設
で
き

な
い
か
。

市
長

岩
川
小
学
校
跡
地

の
整
備
は
色
々
と
要
望
が

あ
る
。
多
目
的
に
使
用
で

き
る
雨
天
対
応
の
施
設
を

検
討
し
て
い
く
。

問

い
つ
頃
か
ら
検
討
す

る
の
か
。

市
長

３
月
中
に
内
部
検

討
を
実
施
し
、
５
月
ま
で

に
は
市
民
を
交
え
た
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
。

道
路
管
理

問

国
道
・
県
道
・
市
道

に
お
け
る
区
画
線
の
管
理

は
。

市
長

中
央
線
・
外
側
線

は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
管
理

者
が
、
交
通
規
制
の
路
面

標
示
・
停
止
線
・
横
断
歩

道
は
公
安
委
員
会
が
管
理

す
る
。

問

区
画
線
の
整
備
を
必

要
と
す
る
箇
所
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
。
予
算
を
増

や
し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

市
長

特
に
高
齢
者
の
運

転
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
よ
う
だ
。
来
年
度
か
ら

の
予
算
に
前
向
き
に
努
力

し
て
い
く
。

弥五郎どん
国の重要無形民俗文化財指定

今後の取組は

一般質問の録画

Link

Answer
市長／次の世代へ保存・継承

していけるよう尽力していく

ちょっと
ひとりごと

弥五郎どんの力で
地域活性化を

Question

重
しげ

久
ひさ

昌
まさ

樹
き

（無所属自由クラブ）

弥五郎まつり館の弥五郎どん

国道 269号と市道との交差点

1414☆答５☆できる。投票箱をのぞいて、投票箱が空である確認作業に立ち会えます。



物
価
高
、
暮
ら
し
第
一
の

カ
ジ
取
り
を

問

物
価
支
援
策
が
弱
い
。

６
月
市
議
会
で
の
新
た
な

支
援
策
を
聞
き
た
い
。

市
長

庁
議
を
開
い
て
、

議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

この 1年間の市内の物価動向
項目 物価上昇率

野菜 52%
ドリンク類 12%
生活用品、電化製品 6%
ガソリン 4%
軽油 6%
灯油 8%

※令和 7年 2月27日市長答弁

公
民
連
携
、
見
直
し
を求め

た
い

問

給
食
セ
ン
タ
ー
東
側

は
、
騒
音
問
題
が
解
決
し

て
い
な
い
。
公
民
連
携
に

よ
る
市
営
住
宅
の
建
て
替

え
予
定
地
か
ら
外
す
べ
き

で
は
。

市
長

除
外
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

問

公
民
連
携
の
も
う
一

つ
の
予
定
地
の
向
江
市
営

住
宅
の
隣
に
、
市
営
住
宅

の
建
て
替
え
を
計
画
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
な

ぜ
入
居
者
と
話
合
い
を
し

な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

今
後

話
合
い
を
も
う
け
た
い
。

問

現
在
地
の
建
て
替
え

が
病
院
な
ど
に
近
く
望
ま

し
い
の
で
は
。

市
長

現
在
の
土
地
の
面

積
が
、
事
業
に
必
要
な
面

積
を
満
た
し
て
い
な
い
た

め
、
非
現
地
に
よ
る
建
て

替
え
を
予
定
し
て
い
る
。

問

公
民
連
携
で
、
業
者

は
参
入
す
る
の
か
。

市
長

参
加
が
な
け
れ
ば

別
な
形
を
検
討
し
た
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
尊
重
し
た

財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
を

問

市
が
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
尊
重
し
、

民
間
へ
の
譲
渡
で
は
な
く
、

今
後
も
市
が
運
営
す
べ
き

で
は
。

市
長

民
間
に
譲
渡
す
る

市
の
考
え
を
財
部
の
市
民

に
示
し
た
い
。
大
方
は
納

得
い
た
だ
け
る
と
考
え
て

い
る
。

財部温泉健康センターアンケート結果

現在のまま営業を継続 14.9%

市の負担で大規模な改修 20.3%

民間に譲渡、温泉を営業 20.9%

廃止して、メセナ住吉交流センターに集約 13.8%

※令和 6年 9月～ 10月調査

メ
セ
ナ
温
泉
の
今
後
の
改
修

問

今
後
の
方
針
と
計
画

を
聞
き
た
い
。

市
長

施
設
の
改
修
、
宿

泊
室
の
洋
式
化
を
進
め
た

い
。
市
が
改
修
す
る
か
、

民
間
活
力
の
方
法
な
ど
、

検
討
し
た
い
。
事
業
費
は

検
討
し
て
い
な
い
。
今
後

議
会
に
示
し
た
い
。

公民連携、見直しを
求めたい

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
市長／給食センター東側の予定地は

外したい

ちょっと
ひとりごと

曽於市の
最優先課題は

市民の暮らしを守る
物価支援策
ではないか！

徳
と く

峰
みね

一
かず

成
なり

（日本共産党）

1515 ☆問６☆備え付けの鉛筆以外で、持参した筆記用具を使用して投票することはできる？



末
吉
小
学
校
改
築
事
業

問

市
民
は
今
、
物
価
高

騰
に
よ
り
厳
し
い
生
活
を

強
い
ら
れ
て
お
り
、
市
民

感
覚
か
ら
か
け
離
れ
た
計

画
は
、
今
一
度
、
全
体
像

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

教
育
長

可
能
な
限
り
事

業
費
を
抑
え
て
進
め
て
い

く
。

問

当
初
計
画
よ
り

11
億
２
千
万
円
超
の
増
額

の
要
因
は
。

教
育
長

想
定
以
上
の
資

材
費
、
人
件
費
の
高
騰
に

よ
る
。

問

償
還
の
ピ
ー
ク
は
い

つ
か
。

財
政
課
長

令
和
14
年
～

18
年
で
あ
る
。

問

い
ず
れ
統
合
も
考
え

ら
れ
る
が
、
対
応
は
。

教
育
長

将
来
の
学
校
統

合
を
想
定
し
、
従
来
よ
り
も

広
い
教
室
や
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
。

全
国
農
業
サ
ミ
ッ
ト

問

全
国
農
業
担
い
手
サ

ミ
ッ
ト
が
鹿
児
島
県
で
初

め
て
の
開
催
と
な
る
が
、

対
応
は
。

市
長

負
担
金
を
計
上
し

関
係
課
と
協
議
す
る
。

住
民
サ
ー
ビ
ス

問

曽
於
高
校
生
と
議
員

と
語
る
会
で
の
要
望
を
、

な
ぜ
早
く
実
施
で
き
な
い

の
か
。

市
長

予
算
が
な
い
。

問

高
校
生
が
考
え
る

「
未
来
の
曽
於
市
」
の
ひ

と
つ
に
、
移
住
し
や
す
い

環
境
を
作
っ
て
ほ
し
い
と

あ
っ
た
。
ま
た
、
い
ず
れ

は
帰
っ
て
き
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
ふ
る
さ
と
の

た
め
に
も
他
の
予
算
を
使

え
な
い
か
。

市
長

予
備
費
を
使
う
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

市民サービス
高校生からの切実な要望

への対応は

一般質問の録画

Link

Answer

市長／予算がない

ちょっと
ひとりごと

ふるさとを離れる前に

帰れる環境整備を

（オラこんな村イヤダ～）

Question

渡
わた

辺
なべ

利
と し

治
はる

（創政会）

事業費比較表（総合振興計画より）
事業費 第10期計画(今回) 第9期計画(前回) 増減分

委託料等 2億3,111万円 2億2,685万円 425万円
建築・解体工事費 34億6,186万円 25億4,886万円 9億1,300万円
造成・外構工事費 4億5,229万円 2億7,842万円 1億7,386万円
その他工事費 4,495万円 7,812万円 △ 3,316万円
備品購入費 6,144万円 ― 6,144万円
事務費 747万円 ― 747万円

合計 42億5,914万円 31億3,226万円 11億2,687万円
１万円未満切捨て。端数処理の関係で数値が合わない箇所があります。

末吉小学校の外観イメージ（令和7年2月時点）

高松のJAのGSの路面状況
早く改良して

1616☆答６☆できる。持参した鉛筆などの筆記用具を使用して投票できます。



問

ス
ポ
ー
ツ
を
一
生
懸

命
に
励
み
、
高
み
を
目
指

す
生
徒
に
練
習
量
を
補
う

こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
頼
る
な
ど
に
格
差
が
出

て
く
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
生
徒
や
保
護
者
へ

の
理
解
は
。

教
育
長

部
活
動
の
地
域

移
行
や
練
習
日
の
制
限
に

不
安
な
方
へ
、
教
育
委
員

会
の
取
組
を
丁
寧
に
説
明

し
て
い
く
。

宅
地
分
譲
地
の
販
売
促
進

問

宅
地
分
譲
地
の
調
査

費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
購
入
予
定
地
に
懸
念

事
項
が
あ
る
の
か
。

市
長

候
補
地
が
国
道
10

号
線
、
県
道
５
０
０
号
線

に
隣
接
し
交
通
量
も
多
く
、

工
場
も
近
く
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
騒
音
・
振
動
等
に

つ
い
て
調
査
予
定
で
あ
る
。

問

宅
地
分
譲
予
定
地
の

騒
音
・
振
動
に
問
題
が

あ
っ
た
場
合
、
販
売
は
ど

う
す
る
の
か
。

市
長

今
の
と
こ
ろ
問
題

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問

財
部
支
所
周
辺
の
分

譲
予
定
地
と
し
て
購
入
し

た
土
地
の
現
状
と
今
後
の

取
扱
い
は
。

市
長

市
有
地
と
し
て
管

理
し
て
お
り
、
今
後
は
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
で

協
議
し
て
い
く
。

問

今
後
、
ほ
か
に
分
譲

地
の
計
画
が
あ
る
か
。

市
長

大
隅
町
八
合
原
の

市
有
地
を
考
え
て
い
る
。

交
通
対
策

問

２
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
に
バ
ス
運
行

の
委
託
を
す
る
事
業
内
容

は
。

市
長

指
定
し
た
地
区
内

を
、
公
用
車
を
利
用
し
、

無
償
で
市
民
を
思
い
や
り

タ
ク
シ
ー
等
の
停
留
所
へ

輸
送
す
る
事
業
で
あ
り
、

柳
迫
校
区
、
笠
木
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
予
定

で
あ
る
。

曽
於
市
部
活
動ガ

イ
ド
ラ
イ
ン

問

現
在
の
部
活
動
の
練

習
日
を
平
日
４
日
か
ら
３

日
に
、
週
５
日
か
ら
４
日

に
変
更
す
る
の
は
県
内
で

も
本
市
の
み
で
あ
る
が
、

そ
の
経
緯
は
。

教
育
長

教
員
の
負
担
軽

減
そ
し
て
部
活
動
の
地
域

移
行
を
促
進
し
、
部
活
動

地
域
指
導
者
の
確
実
な
確

保
と
教
員
の
長
時
間
労
働

の
是
正
が
目
的
で
あ
る
。

問

地
域
指
導
者
に
よ
る

部
活
動
運
営
移
行
に
つ
い

て
の
問
題
・
課
題
は
。

教
育
長

地
域
指
導
者
の

確
保
と
部
活
動
受
け
皿
と

な
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

育
成
、
地
域
指
導
者
の
資

質
・
技
術
向
上
、
部
活
動

に
か
か
る
費
用
や
送
迎
等

の
保
護
者
負
担
が
あ
る
。

令和７年度購入計画の
宅地分譲地はいつ販売予定か

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
市長／測量設計と造成工事後に

販売する計画である

ちょっと
ひとりごと

曽於市の未来が
明るくなるように

片
かた

田
だ

洋
ひろ

志
し

（れいわ会）

部活動に励むイメージ

1717 ☆問７☆選挙の結果次第では再選挙もある？



人
口
減
少
対
策

問

合
併
か
ら
の
人
口
の

推
移
は
。

市
長

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

年 (集計月日 ) 人口

平成 17年 7月 1日 44,124 人

平成 22年 7月 1日 41,194 人

平成 27年 7月 1日 38,575 人

令和 2 年 7月 1日 35,135 人

令和 7 年 2月 1日 32,110 人

問

合
併
後
20
年
で
、
人

口
が
約
１
２
０
０
０
人
減

少
し
て
い
る
。
新
聞
等
で

消
滅
可
能
性
自
治
体
と
報

道
さ
れ
て
い
る
が
、
市
長

の
見
解
は
。

市
長

新
生
児
誕
生
よ
り

死
亡
者
の
方
が
多
い
自
然

減
少
、
転
入
者
よ
り
転
出

者
が
多
い
こ
と
が
要
因
で

あ
る
と
思
う
。

問

出
生
数
の
推
移
は
。

市
長

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

年度 出生数

令和元年度 201人

令和 2年度 175人

令和 3年度 137人

令和 4年度 158人

令和 5年度 158人

合計 829人

問

令
和
６
年
度
の
出
生
数
は
。

市
民
環
境
課
長

２
月
18

日
現
在
96
人
で
あ
る
。

問

今
年
度
少
な
い
要
因
は
。

市
長

年
度
に
よ
っ
て
偏

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
次

年
度
以
降
の
推
移
を
見
な

け
れ
ば
具
体
的
要
因
は
分

か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

企
業
誘
致
に
よ
る

市
民
所
得
の
推
移

問

五
位
塚
市
政
３
期
12

年
に
お
け
る
企
業
誘
致
の

実
績
は
。

市
長

平
成
25
年
７
月
以

降
、
立
地
協
定
を
18
件

締
結
し
、
工
場
等
の
設

置
が
16
件
で
雇
用
総
数
は

３
６
６
人
で
あ
る
。

問

平
成
30
年
か
ら
令
和

５
年
ま
で
の
６
年
間
で
曽

於
市
13
社
・
志
布
志
市
22

社
・
都
城
市
93
社
・
三
股

町
11
社
の
企
業
誘
致
が

あ
っ
た
。
都
城
志
布
志
道

路
が
全
線
開
通
し
、
こ
の

ま
ま
で
は
本
市
は
空
洞
化

す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
は
。

市
長

大
隅
町
旧
ア
ヤ
ベ

跡
地
の
治
山
工
事
が
終
了

次
第
、
企
業
誘
致
の
公
募

を
進
め
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税

問

本
市
の
令
和
５
年
度

は
17
億
７
１
５
万
円
の
実

績
、
令
和
６
年
度
は
14
億

円
で
あ
り
、
近
隣
と
比
較

し
て
納
税
額
が
少
な
い
が
、

よ
り
魅
力
あ
る
返
礼
品
を

開
発
す
べ
き
で
は
。

近隣自治体の
令和 5年度寄附額実績

都城市 (全国一 )
193 億 8,400 万円

志布志市 (県内一 )
67 億 6,519 万円

大崎町
44億 6,650 万円

市
長

こ
れ
ま
で
も
地
元

企
業
の
協
力
で
取
り
組
ん

で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
っ

と
積
極
的
に
連
携
・
協
力

し
な
が
ら
魅
力
あ
る
返
礼

品
の
開
発
を
進
め
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
増
額
を
目
指

し
て
い
く
。

公
民
連
携
事
業

問

今
後
の
具
体
的
取
組
は
。

市
長

ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
事
業
と
し
て
市
営
住

宅
建
替
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

問

計
画
規
模
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

木
造

平
家
建
て
住
宅
に
30
戸
の

入
居
を
予
定
し
て
い
る
。

土
地
の
購
入
・
造
成
は
市

が
実
施
す
る
。
住
宅
は
民

間
事
業
者
が
建
設
・
所
有

し
、
公
営
住
宅
法
に
よ
る

家
賃
収
入
の
不
足
分
の
差

額
を
原
則
市
が
事
業
者
に

20
年
間
負
担
す
る
。

合併からの人口の推移は

一般質問の録画

Link

ちょっと
ひとりごと

子育て支援・高齢
者福祉のため、
ふるさと納税額の

増額を！

Question

Answer
市長／平成 17 年７月１日現在 44,124 人が、

令和７年２月１日現在 32,110 人である
今
いま

鶴
づる

治
はる

信
のぶ

（創志会）

1818☆答７☆ある。当選するために最低限必要なライン＝法定得票数で、首長選挙の場合、有効投票数の４分の１なければ再選挙です。



市
長

ま
さ
し
く
指
摘
の

と
お
り
、
都
城
市
に
買
物

や
観
光
で
お
金
が
落
ち
て

お
り
、
地
元
に
お
金
が
循

環
で
き
る
よ
う
、
市
民
に

説
明
が
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

公
民
連
携

問

財
政
負
担
軽
減
の
趣

旨
が
条
例
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
な
い
理
由
は
。

市
長

民
間
提
案
制
度
の

要
綱
に
盛
り
込
む
予
定
で

あ
る
。

問

公
民
連
携
の
目
的
が

財
政
負
担
の
軽
減
で
あ
る

こ
と
は
自
明
で
あ
り
、
答

弁
で
も
確
認
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
の
で
条
例
に
載

せ
る
べ
き
で
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

事
業

者
が
萎
縮
し
な
い
よ
う
に

要
綱
で
対
応
す
る
予
定
で

あ
る
。

地
域
公
共
交
通
計
画

問

現
在
、
市
が
進
め
て

い
る
利
用
者
送
迎
サ
ー
ビ

ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
の
無
償
送
迎
サ
ー
ビ
ス

に
お
い
て
、
タ
ク
シ
ー
事

業
者
と
十
分
な
打
合
せ
は

し
て
い
る
の
か
。

企
画
政
策
課
長

事
業
者

と
十
分
な
対
面
に
よ
る
協

議
を
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。

問

新
規
事
業
も
あ
る
中

で
交
通
対
策
協
議
会
を
書

面
の
み
で
行
う
の
は
不
十

分
で
は
な
い
か
。
今
後
は

対
面
で
の
協
議
会
を
し
っ

か
り
開
く
べ
き
で
は
。

企
画
政
策
課
長

次
回
は

対
面
で
の
開
催
を
予
定
し

て
お
り
、
現
在
の
交
通
対

策
協
議
会
と
活
性
化
協
議

会
を
一
本
化
す
る
こ
と
も

考
え
て
い
る
。

産
業
振
興

問

近
年
、
地
域
経
済
循

環
へ
の
取
組
が
広
ま
っ
て

お
り
、
地
域
計
画
に
盛
り

込
む
自
治
体
も
増
え
て
い

る
。
本
市
も
検
討
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
課
長

ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
の
要
素
が

強
い
自
治
体
は
数
値
が
低

く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
ど

の
よ
う
に
使
う
か
は
検
討

し
て
い
る
。

問

市
長
の
公
約
で
あ
る

ホ
テ
ル
の
誘
致
な
ど
は
ま

さ
に
地
域
経
済
循
環
を
目

的
と
し
た
も
の
で
あ
る
が

市
長
の
見
解
は
。

提案されている公民連携
推進条例に問題はないか

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
市長／不備がある場合は

改正も考えていきたい

ちょっと
ひとりごと

問題がある場合は
すみやかに
条例の見直しを

山
やま

中
なか

雅
まさ

人
と

（さくら会）

思いやりタクシーの運行時間と市民ニーズのズレが大きい
（本市公共交通計画より）

曽於市の経済循環は 75％で多くの富が流出している
（RESAS（地域経済分析システム）より）

1919 ☆全問正解したかな？次回もお楽しみに☆



Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ

問

Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ
に
年
間

２
万
人
も
来
場
し
て
い
る

の
に
、
財
部
の
道
の
駅
は

ど
う
し
て
売
上
が
下
が
っ

て
い
る
の
か
。

市
長

道
の
駅
末
吉
は
ラ

ン
チ
で
賑
わ
っ
て
い
る
の

で
Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ
効
果
は
出
て

い
る
。
財
部
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
の
は
出
荷
者
の
減

少
や
、
近
く
に
大
型
店
舗

が
あ
る
た
め
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
今
後
、
イ
ベ
ン
ト

企
画
な
ど
で
伸
び
て
い
く

と
思
う
。

問

Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ
に
行
っ
て

夢
が
獣
医
師
に
な
っ
た
子

供
が
い
た
。
学
校
単
位
で

Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ
に
行
く
計
画
を

立
て
ら
れ
な
い
か
。

教
育
長

学
校
は
一
年
の

予
定
が
決
ま
っ
て
い
る
。

今
後
も
夢
実
現
に
向
け
、

い
ろ
い
ろ
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問

子
供
た
ち
が
曽
於
高

校
か
ら
鹿
児
島
大
学
獣
医

学
部
に
進
学
し
、
獣
医
師

に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
よ

う
に
奨
学
金
の
創
設
は
で

き
な
い
か
。

市
長

獣
医
師
を
育
て
る

こ
と
は
非
常
に
大
事
で
あ

る
。
獣
医
師
に
な
っ
て
曽

於
市
に
帰
っ
て
き
た
い
学

生
に
つ
い
て
は
奨
学
金
の

免
除
も
含
め
て
考
え
た
い
。

SKLV による経済効果は？

国
の
重
要
文
化
財

問

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
で
、
観
光
客

が
曽
於
市
を
周
遊
す
る
よ

う
に
で
き
な
い
か
。

市
長

商
工
会
や
各
種
団

体
と
協
議
し
て
検
討
し
た
い
。駐車場も整備され観光客が増えた溝ノ口洞穴

問

今
回
の
弥
五
郎
ど
ん

祭
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
て
、
県
の
指
定
文
化
財

で
あ
る
流
鏑
馬
や
鬼
追
い

も
国
の
重
要
文
化
財
指
定

に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き

で
は
。

市
長

曽
於
市
を
代
表
す

る
祭
り
ご
と
で
あ
る
。
Ｐ
Ｒ

も
兼
ね
て
進
め
て
い
き
た
い
。

防
災

問

ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避

難
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

現
在
は
一
緒

に
避
難
で
き
る
場
所
は
な

い
が
、
同
伴
避
難
・
同
行

避
難
等
に
つ
い
て
先
進
地

研
修
を
予
定
し
て
い
る
。

問

地
震
が
起
こ
る
と
断

水
に
な
る
確
率
が
高
く
、

避
難
所
に
井
戸
を
掘
る
と

断
水
に
な
っ
て
も
生
活
用

水
を
確
保
で
き
る
が
。

市
長

水
を
ど
う
確
保
す

る
か
は
大
事
だ
。
十
分
検

討
し
た
い
。

獣医師を目指す
子供たちに補助は

一般質問の録画

Link

ちょっと
ひとりごと

SKLVならではの
取組をしないと！

Question

Answer

市長／奨学金の免除も含めて考えたい 矢
や

上
がみ

弘
ひろ

幸
ゆき

（れいわ会）

生活用水用の手掘り井戸
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な
い
。
公
共
施
設
の
集
約

を
含
め
検
討
し
て
い
る
。

公
民
連
携
事
業

問

条
例
の
目
的
に
「
本

市
の
目
指
す
将
来
像
」
と

あ
る
が
、
具
体
的
に
は
。

市
長

「
豊
か
な
自
然
の

中
で
み
ん
な
が
創
る
笑
顔

輝
く
元
気
な
ま
ち
」
で
あ

る
。

令
和
７
年
度
施
政
方
針

問

桜
並
木
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
が
完
売
し
た
が
、
購
入

者
の
内
訳
は
。

企
画
政
策
課
長

次
の
と

お
り
で
あ
る
。

問

大
隅
町
内
の
分
譲
地

の
状
況
は
。

市
長

現
時
点
で
は
、
大

隅
南
分
譲
地
10
区
画
中
２

区
画
販
売
、
坂
元
分
譲
地

は
、
７
区
画
す
べ
て
売
れ

て
い
な
い
。

問

新
た
な
分
譲
地
計
画

は
。

市
長

財
部
地
区
や
、
末

吉
町
の
柳
迫
地
区
は
、
都

城
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
も
期
待
が
も
て
る
の

で
計
画
し
て
い
き
た
い
。

大
隅
町
で
は
、
消
防
署
前

の
市
有
地
を
、
民
間
連
携

な
ど
で
取
り
組
み
た
い
。

問

南
九
州
畜
産
獣
医
学

拠
点
事
業
（
ス
ク
ラ
ブ
）

の
運
営
に
２
５
１
９
万
円

の
歳
出
が
あ
る
が
、
５
年

間
で
ス
ク
ラ
ブ
は
自
立
し

た
運
営
が
で
き
る
と
、
開

設
前
に
説
明
が
あ
っ
た
が
。

市
長

自
立
し
た
運
営
が

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
が
、
確
約
は
で
き
な
い
。

問
「
弥
五
郎
の
里
」
の

屋
外
ト
イ
レ
の
修
理
と
大

隅
運
動
公
園
の
武
道
館
の

雨
漏
り
の
補
修
は
予
算
計

上
が
な
い
が
。

市
長

弥
五
郎
の
里
の
ト

イ
レ
は
年
度
内
に
修
理
す

る
。
武
道
館
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
被

覆
に
よ
る
雨
漏
り
対
策
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
に
つ

い
て
は
、
改
修
の
計
画
は

「第２期曽於市まち・ひと・しごと創生
総合戦略」に掲げた雇用創出計画は

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
企画政策課長／起業創業促進事業は 10 名の目標に対し
11 名の起業があったが、廃校跡地活用事業では
５件の目標に対し３件にとどまっている

ちょっと
ひとりごと

大隅運動公園の
武道館の
雨漏り修繕は
いつぞや

岩
いわ

水
みず

豊
ゆたか

（新生会）

大隅運動公園武道館雨漏りの状況

桜並木ニュータウンの購入状況（令和７年２月26日時点）

全　体 24区画 入居者人数（転入16世帯） 56人

市外（転入世帯） 16世帯 上記の内18歳以下 24人

市　内 8世帯

市外戸比率 66%

2121 ☆議会中継をパソコンやスマートフォン、タブレット等で視聴できます。



働
き
方
改
革
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

問

職
員
の
人
事
評
価
は
。

市
長

年
１
回
実
施
し
、

年
度
当
初
に
業
務
目
標
を

設
定
し
て
年
度
末
に
達
成

状
況
等
を
評
価
す
る
。
結

果
は
係
長
等
の
役
職
へ
の

昇
格
等
の
参
考
資
料
と
な

る
。

問

評
価
者
に
よ
っ
て
評

価
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い

か
。

総
務
課
長

評
価
に
ば
ら

つ
き
が
出
な
い
よ
う
に
研

修
等
を
実
施
し
て
い
る
。

問

令
和
６
年
度
に
新
し

く
行
っ
た
全
庁
業
務
量
調

査
は
。

総
務
課
長

事
務
改
善
を

目
的
と
し
て
導
入
し
、
作

業
時
間
と
必
要
な
延
べ
人

数
を
把
握
し
た
。
詳
細
な

分
析
結
果
は
令
和
７
年
度

に
示
せ
る
予
定
で
あ
る
。

問

喫
煙
者
と
非
喫
煙
者

と
の
不
平
等
感
の
解
消
は
。

総
務
課
長

今
後
、
協
議

し
て
い
き
た
い
。

問

業
務
効
率
化
の
た
め

に
講
じ
て
い
る
こ
と
は
。

市
長

入
力
等
の
単
純
作

業
の
自
動
化
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
、
一
連
の
事
務
作

業
を
自
動
化
で
き
る
取
組

を
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
施
政
方
針
と

当
初
予
算

問

重
点
的
な
事
業
は
。

市
長

「
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
」
設
置
や
保
育
料

の
無
償
化
を
実
施
し
、
教

育
環
境
の
整
備
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
活
用
を
推
進
す
る
。

問

修
学
旅
行
が
燃
料
高

騰
等
に
よ
り
値
上
げ
と
聞

く
が
、
値
上
げ
分
だ
け
で

も
補
助
で
き
な
い
か
。

教
育
長

検
討
し
て
い
な

い
が
、
今
後
の
動
向
を
見

極
め
て
対
応
し
た
い
。

問

制
服
リ
ユ
ー
ス
へ
の

見
解
は
。

教
育
長

市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
取
り
組
ん
で
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
活
動
を
応

援
し
た
い
。

問

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

の
進
捗
は
。

教
育
長

先
進
地
で
あ
る

東
京
都
武
蔵
野
市
を
研
修

視
察
し
た
。
本
市
で
も
地

元
の
生
産
者
団
体
や
曽
於

高
校
か
ら
地
場
産
野
菜
等

を
購
入
し
て
い
る
。
有
機

食
材
の
提
供
に
興
味
が
あ

る
方
か
ら
も
相
談
を
受
け

て
い
る
の
で
、
前
向
き
に

取
り
組
め
た
ら
と
思
っ
て

い
る
。

市職員は生き生きと
働けていると思うか

一般質問の録画

Link

ちょっと
ひとりごと

市職員の働き方改革
は市民サービスの質
に直結。政策立案で
きる環境づくりを。

Question

Answer
市長／業務にストレスを感じている職員もいるかも

しれないので、健康管理を含めて働き方の
支援をしていきたい

瀬
せ

戸
と

口
ぐち

恵
え

理
り

（さくら会）

宮崎・鹿児島のオーガニックビレッジは、
オーガニック給食にも取り組んでいる

（農林水産省の資料より）

市民サービス向上のために取り組む自治体が増えている
（福岡県古賀市のホームページより）
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大
隅
、
財
部
両
支
所
の窓口

対
応

問

両
支
所
に
お
け
る
申

請
や
受
付
業
務
は
住
民
に

不
便
を
強
い
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

や
テ
レ
ビ
電
話
等
を
駆
使

し
て
対
応
し
て
い
く
と
言

わ
れ
て
き
た
。
５
月
に
新

し
く
両
支
所
が
開
庁
す
る

が
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
は
完

備
で
き
て
い
る
か
。

市
長

本
庁
と
両
支
所
と

は
今
ま
で
ど
お
り
オ
ン
ラ

イ
ン
で
対
応
し
、
リ
モ
ー

ト
窓
口
も
今
ま
で
と
変
わ

る
こ
と
は
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

更
新
手
続

問

お
年
寄
り
に
優
し
い

更
新
手
続
の
方
法
に
で
き

な
い
か
。

市
長

安
心
し
て
ス
ム
ー

ズ
に
更
新
手
続
が
で
き
る

よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
く
。

水
道
行
政

問

市
内
の
上
水
道
事
業

の
普
及
率
と
、特
に
大
隅・

財
部
が
低
い
理
由
は
。

市
長

末
吉
町
94
・
４
％
、

大
隅
町
72
・
５
％
、
財
部

町
79
・
８
％
で
、
特
に
大

隅
・
財
部
の
低
い
理
由
は
、

地
理
的
条
件
で
市
水
道
布

設
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と

や
、
簡
易
水
道
事
業
整
備

に
要
望
が
な
か
っ
た
こ
と

が
理
由
で
あ
る
。

問

小
規
模
水
道
組
合
の

経
営
継
続
が
困
難
な
状
況

が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
市

は
早
急
な
取
組
を
す
べ
き

で
は
。

市
長

一
気
に
は
で
き
な

い
が
何
ら
か
の
措
置
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
。
市
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
大
事
な
水
道
行
政

に
前
向
き
に
取
り
組
む
。

集落の小規模水道事業を
市の上水道事業へ

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
市長／�市民の命を守る事業である

前向きに取り組んでいく

ちょっと
ひとりごと

安心して飲める
水の供給を

大隅町、上須田木地区内に設置してある
霧島市の上水道施設

戸数毎の小規模水道組合数

1～
10戸

11～
20戸

21～
30戸

31～
40戸

41～
50戸

51～
60戸

61～
100戸

101戸
以上 計

末吉 8 1 1 10

大隅 14 15 5 3 1 6 2 46

財部 15 3 5 2 1 2 2 1 31

計 29 26 10 6 3 2 8 3 87

74％が30戸以下の組合

原
はら

田
だ

賢
けん

一
いち

郎
ろ う

（そお幸喜会）

霧島市の上水道施設管理のため大隅町の
土地を買い上げ整備された取付け道路

2323 ☆曽於市ホームページ・・https://www.city.soo.kagoshima.jp/
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毎
年
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ

る
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
が
、
こ
の

度
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

地
域
の
伝
統
文
化
を
守
り
な
が

ら
、
観
光
や
地
域
振
興
に
一
層

の
注
目
が
集
ま
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

こ
の
指
定
は
、
祭
り
の
文
化

的
価
値
を
再
認
識
さ
せ
、
地
域

住
民
の
誇
り
を
高
め
る
と
と
も

に
、
市
内
外
か
ら
の
訪
問
者
を

引
き
寄
せ
、
曽
於
市
の
地
域
経

済
が
活
性
化
し
、
観
光
業
の
成

長
に
つ
な
が
る
祭
り
に
な
る
の

で
は
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

是
非
一
度
、
市
民
の
皆
様
も

迫
力
あ
る
大
男
の
姿
を
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
片
田
）

表
紙
に
よ
せ
て

私
た
ち
が
作
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

　
　
　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

発
行
責
任
者　
　

議　
　
長

迫　
　

杉

雄

下
段
右
か
ら

矢
上
委
員
長
・
瀬
戸
口
副
委
員
長

上
段
右
か
ら

片
田
委
員
・
出
水
委
員
・

山
中
委
員
・
鈴
木
委
員

今回紹介するのは、末吉町南之郷にある稲留建設に勤
める稲

いな
留
どめ
健
けん
人
と
さんです。稲留さんは現在 32歳で、3年

前に 2代目のお父さんの跡を継ぐために入社しました。
稲留建設は土木工事一式をはじめ、家のリフォーム、

外構工事、古民家の解体、立木の伐採など様々な仕事を
請け負うため、駆け出しの自分では全ての技術を会得す
るのは大変だと感じているようです。
それでも、祖父が創業して以来の「確かな技術と信頼」

という会社の理念を守るために、毎日の建設業の多様な
知識と技術の習得と平行して、AI やドローンの先端技術
も学んでいるそうです。
地元に稲留さんのような熱心で意欲的な若者がいる

と、曽於市の未来もきっと明るくなりますね。
（山中）

夢
チャレンジ

新
年
度
が
始
ま
り
、
あ
っ
と

い
う
間
に
一
か
月
が
経
ち
ま
し

た
。
春
か
ら
新
生
活
を
迎
え
ら
れ

た
方
は
、
や
っ
と
慣
れ
て
き
た
頃

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
新
」
と
言
え
ば
、
大
隅
・
財

部
支
所
の
新
庁
舎
も
完
成
し
、
５

月
７
日
の
開
庁
を
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
る
方
も
多
い
か
と
存
じ

ま
す
。
市
民
に
愛
さ
れ
る
場
所
に

し
た
い
と
、
担
当
職
員
の
み
な
さ

ん
が
多
く
の
方
と
話
合
い
を
重

ね
、
様
々
な
想
い
を
紡
い
で
形
に

す
る
た
め
に
、
身
を
粉
に
し
て
尽

力
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
素
敵
な
庁
舎
が
完
成

し
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
、
明
る
く
楽
し
い
憩
い
の

場
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

財
部
支
所
に
関
し
て
は
、
隣

接
す
る
中
央
公
民
館
の
改
修
工

事
が
始
ま
り
、
ま
だ
し
ば
ら
く
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何
と

ぞ
ご
協
力
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（

瀬
戸
口
）

編
集
後
記

11 月３日は弥五郎どん祭りです

６月６日 …………… 開　　会

６月 10～ 12日 …… 一般質問

６月 20日…………… 閉　　会

第２回　定例会予定

ぜひ傍聴にお越しください！

趣味は休日の魚釣り
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